子ども家族支援システム論 : 「子どもの健幸」及び「健康な家族」の構築を目指して by 畠中, 宗一
氏名 畠中宗一
学{すの穐類 博 寸で(学 術)
学{立記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
学位論文名
論文審査委員
第3656号
平成1年3月24日
学位規則第3条第2項該当者
子ども家族支援システム論;
「子どもの健幸』および「健康な家族Jを構築を目指して
主査教授全戸ヨシヤ 副主査教授秋山智久
長IJ主査教授白樺政和
論文内容の要旨
本論文は.高度成長期以降の子ども家族問題，すなわち，経済の高度化によってもたらされた「富裕化
社会における子ども家族問題」及びそれらに対応する子ども家族支援システムに焦点をあて一定の考察を
行っている。貧開社会から高裕化社会への転換は. r規範優先社会」から「私事化優先社会Jへの転換と
して即解される。富裕化社会は「私事の白山の肥大化と規範の希薄化」による，子ども家族問題の多発化
を特徴とする。 r富裕化社会における子ども家族問題」の具体例を. r子ども虐待J i不登校J.rインセ
スト」に求め，また家庭養護システムや保育システムといった子ども家族支援システムの国際比較を通し
て.わが国の問題考察した。方法としては.第一I~.r-子どもの虐待J，r不登校J，rインセスト」の量的増
大と質的変化を.事例研究及び統計調合を利用して明らかにした。第二に， r子ども虐待j，r不登校j.rイ
ンセスト I:量的増大と質的変化の意暁を解釈した。一方，子ども家族支援システムに関する研究では，厩
史研究と現状を中心に考築した。キーワードとして， r富裕化社会J.r家抜問題J，r子どもJ.r子ども家
族支援システムJ.r子どもの健幸J(cchi ld wclトbeing)， r健康な家族J(healthyfamilY)に着眼しま
た子ども家放問題への分析視角として.1個人ギー義指向性J.I平等主義指向性j. I人権思想の一般化j. r富
持化j，r情報化J，I私事化の肥大化j.r規範の希薄化J. r性別役割分業をめぐる葛藤J.r父親役割の希
薄化J.r家族関係の布・薄イヒJ.Iストレス社会J.I政策圧力」を取り上げ，子ども家族支援システムの分析
枠組みを提示した。
第2部.r富裕化社会における子どもをめぐる家族問題の現在jは.r子ども虐待の社会診断J(第3掌)，
「不登校の社会診断J (第4章).rインセスト・タブーの希薄化に関する仮説構築にむけて:プライヴァ
タイゼーションの肥大化との関連でJ(第5章)，及び富裕化社会における子どもをめぐる家族問題に関
する考案(第6章)から構成される。=主要な考察が.r私事の自由の肥大化と『被害者のない犯罪.!l(第1
釘n.r“ambiguity tolcrance"の評価をめぐって.1(第2節入 r~何性』神話・『学歴』神話等からの自
由J(第3節). r新しい価値の創造と想像力の復権J(第5節)の視点から行われた。
部3部. r子どもの家紋支援システムの現状と課題iは. rわが国における社会的養護の現状と課題」
(第7常). rわが同における保育システムの朕史と現状J(第8章).r共同の保有システムの康史的展開
:チャイルド.マインテPィングを小心にJ(第 9 卒~)， r英同の保育システムの現状;チャイルド、マインテ'イ
ングを中心にJ(第10章).rて子ども家族支媛システムの現状と課題に関する考察J(第11章)から構成され
ている。主要な考察が.I子ども家族支媛システムに関する理念が不在であることJ(第1節)， rなぜ英国
は家庭養護・家庭保育なのか:家族と凶家の関係を手掛かりにしてJ(第2節). rわが国における家庭養
護の促進は可能かJ(第3節). rチども家族支援システムと私事イじJ(第4節)の偶点から行われた。
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第4部. r:了ーども家族支援システムの課題と展望」は. r子どもの健幸」及び l家族の健康」の構築を
目指して(第12章)， r健康な家族」特性に関する実証的研究(第四章)から構成される。第13章では，
教育期の子どもと親(父親と母親)の「健康江家族」特性の因子構造を明らかにし併せてそれを規定す
る要因について，統計解析を試みた。
論文審査の結果の要旨
本論文は，富悩化社会における子ども家族問題及びそれら子どもに対する家族支援システムについて論
じられたものである。具体例を.r子ども虐待J. r不登校J. rインセスト」に求めて，その要因を，ひと
くちに言えば， [""私事の自由の肥大化と規範の希薄化Jに置いてある。そのなかには， r性別役割分業をめ
ぐる葛藤J r父親役割の希薄化J r家康関係の希薄化Jrストレス社会J[""政策圧力」等が包含されている
が.著者はそれらひとつひとつについて，社会学的な接近法でもって迫っていく。膨大な情報や資料，ま
た著者自身収集したデータを駆使して.論考したそれら前半の2部6章構成の論文は，富裕化社会におけ
る子どもを追い詰めていく病理的な家族や社会の在り方が，基本的に問われているとの現状認識の点にお
いて，かっその分析眼の正確さにおいて，的確であり，読み応えのあるものとなっている。子ども虐待に
対する処方筆としては，第一に，生き方のスタイルとしてボランティア・マインドを身につけること，第
三に，もうひつの価値(例えば.r子育てを楽しむ」ということ)を体験的に理解すること，第三に.r{ 1: 
事への逃避」から脱却すること.などを指摘している。また，不登校現象は，私事の自由よりも規範を優
先する古い世代と，規範よりも私事の自由を優先させる新しい世代との価値の葛藤であるので.解決のた
めの見取り図として，第一に，新しい価値の創造，第二に，怨像力の復権，第三に，大人が「いま，ここ」
を生きている姿を，子どもに見せてゆくこと，などを指摘している。新しい価債の創造には.[""健康な家族」
「健康な学校Jr健康な地域社会J[""健康な企業Jr健康なl刻家」といったモデルを構築することが含まれ，
またそれは，明日のために努力するという生きゐより. rいま，ここ」に全力投球する生き方を重視する
ことを意味すると論考されている。これらの点について審査委員会や公聴会において質疑応答がなされ，
社会学的に新鮮な考察，少々健康的過ぎる，より蝿り下げられるとよい，などの意見が提出された。
後半の第3部は. rわが国における保育システムの歴史と現状と英国の保育システムの歴史的展開;チ
ャイルドマインデイングを中心にJから構成されている。このあたりは，現地での資料収集した強味で.
詳細を考察がなされている。すなわち，わが国においては子ども家族支援システムに関する理念が不在で
あること， したがって英国における家庭養護・家庭保育であるチャイルドマインテ・イングに注目したこと.
が論述されている3 そして，英国ではなぜ家庭義護・家庭保育なのかが考察され，家族は私的な領域であ
り，この私的な領域に国家は介入すべきではないという認識が伝統的であることを究明している。一方，
わが国においては，家族の偶人化・多様化のなかで，パブリック・ファミリズムを指向する傾向があるが，
しかし需意しなければならないことは，乳幼児期における安定した保育者との関係を保障するという理
念を，どのように家族政策のなかに具体化させるかということである。とくに，この理念と「親の自己実
現支援Jを同時に充足するには.どのようなシステムがよいのか.がIgJわれなければならないとしている。
このあたりは，理論的に筋が通っていて，説得力のある論考となっている。高く評価されるところである
が，とくに膨大な資料に当たり.それを駆使した論考は明解な問題意識と示唆を多く含んでいる点で博t
(学術)の学位にilf(するものと判定された。
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